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論 文 内 容 の 要 旨
人工神経誘導管 polyglycolic acid-collagen（PGA-c）tube を用いた神経再生に血流量増加が及ぼす影響を検討するた
め，イヌ頸部交感神経節切除による stellate ganglion block（SGB）モデルを作製し，PGA-c tube を用いた顔面神経の
再生に応用した。
ビーグル犬の左側頸部交感神経節を切除し，頬粘膜血流量，鼻部皮膚温を週１回１２週後まで，ホルネル徴候を
２，４，６ヵ月後にそれぞれ評価した（n＝６）。次に，左側顔面神経頬枝を７mm切除した切除群（n＝５），PGA-c tube
で再建した再建群（n＝６），PGA-c tube で再建後に左側 SGBを行った SGB＋再建群（n＝６）の３群を作製した。そ
れぞれの右側を control として，術後１２週に電気生理学的，組織学的に神経再生を評価した結果，以下の結論を得た。
１．SGBにより，頬粘膜血流量が６週間有意に増加した。
２．SGBにより，鼻部皮膚温が１１週間有意に増加した。
３．SGBにより，眼瞼下垂は４ヵ月後まで，縮瞳は６ヵ月後も有意に認められた。
４．神経伝導速度の control に対する割合は，再建群より SGB＋再建群で有意に高かった。
５．神経組織面積，有髄神経線維直径の比率は，再建群より SGB＋再建群で有意に高かった。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，イヌ頸部交感神経節切除が PGA-c tube で再建した顔面神経の再生に与える影響を検討したものである。
その結果，頬粘膜の血流量が長期間増加する SGBモデルの作製によって，PGA-c tube で再建した顔面神経の再生が促
進されることを明らかにしている。これらの知見は，神経損傷によって生じた顔面神経障害の治療に重要な示唆を与え
るものである。
以上は，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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